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表現運動の授業で求められる指導力に関する一考察
―実践経験の少ない２人の指導者の取り組みの過程に着目して―
安江　美保※
A study of Instructional ability required for expressive movement classes
― Focusing on the degree of effort of two Instructors with little practical experience ―
Miho Yasue
　I attempted to clarify how to master the required five abilities of Expressive 
movement in elementary school : “the ability with the thought of Expressive 
movement,” “the ability to design a class,” “the ability to direct a place to dance,” “the 
ability to display the movement to learners,” and “the ability to evaluate the class.” As 
a result, the following became clear. 
(1)  “The ability with the thought of Expressive movement” is going to certainly develop 
with repeated practice thought practical training. “The ability to design a class” is an 
advanced power and improving by joint learning is important.
(2)  “The ability to direct a place to dance” is able to improve by trying to dance with 
everyone, by devising more interesting its activities. “The ability to display the 
working to learners” is improved by grouping for the content of instruction, and the 
group for effective instruction.
(3)  “The ability to evaluate the class” will be improved by to master “eyes to see the 
movement of the child” in practice. 
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Ⅰ．はじめに
　表現運動領域は，「動きの違いが個性と
して際立つおもしろさ」が自己実現へつな
がり，「リズムを共有したり動きを工夫し
たりするおもしろさ」が仲間との豊かな身
体的コミュニケーション力の獲得へつなが
り，「地域や外国の踊りで交流するおもし
ろさ」が異文化理解へつながるなど , 多く
の魅力と価値をもつ領域である。これらの
運動の魅力は，子どもたちの心と体をダイ
レクトに揺さぶり，豊かな人間性を育むこ
とのできる領域であるととらえられる。
　また，閉塞感漂う現代社会において，表
現運動領域を包括する「ダンスの力」は，
全国各地で，地域の歴史そのものを象徴す
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わらず，体育の授業で重視している教員は
1 割にも及ばず，重視していない理由とし
て経験がないことを挙げる教員が約 4 割を
占めた」ことが明らかとされている。
　寺山が行った千葉県小学校教員の調査
（2007）では，調査した 139 名の約半数が
表現運動の実践を行っていなかったり，「運
動会のダンス」を表現運動の代わりと見な
したりしている学校が多いことが明らかに
されている。そして，指導の困難さを，「学
習内容の不明瞭さ」「児童の反応と指導者
の対応」「指導言語」「教材の準備」「授業
時間の確保」「子どもが…○○ない」の 6
つにまとめている。「ボール運動」や「水泳」
等と同じように必修内容であるにもかかわ
らず，目標を達成する学習が行われないま
まその学年を修了させている実態が多いこ
とが明らかにされている。
　寺山は，同調査（2007）において最も記
述が多かったのは，学習者の反応を捉えた
「児童の反応と指導者の対応」にかかわる
記述であり，学習者の反応を敏感に感じ取
ることが指導の始まりであると指摘してい
る。そしてさらに，「『心とからだをありの
ままに出す』ことができる空間を指導者が
作ることができるかは，指導者が『指導法』
を知っていることとは別の技術が要求され
る。」「個々の教師が『今』『目の前』にい
る学習者の状態をすばやく捉えて，授業の
舵取りを操作できる技術を必要とするだろ
う。」と指導者に必要な力について述べて
いる。「指導者と学習者との相互主体性」
に関するこれらの指摘は，表現運動領域の
「指導の基礎・基本」となるもっとも重要
な部分であると思われる。
　また，今後の課題として，「表現運動領
域の学習内容の明確化」「指導言語の研究
や指導法の開発」「教材のさらなる開発」「学
習者の活動を捉える時の観点」の 4 つをあ
げている。
る存在となっていたり，町おこしの原動力
となっていたり，生涯ダンスとして好きな
ダンスを楽しむ姿を増やしてきたりするな
ど，その価値が益々見直され，求められる
ようになってきている。
　小学校段階においては，児童たちが社会
に出てからも，踊ることに進んで参加した
り，好きなダンスを選んでかかわっていけ
たりするよう，そのために必要な「基礎的
な力」を身に付けることが目標とされてい
る。また，長年の課題とされてきた中学校
1，2 年生での「ダンス」「武道」の必修化
が平成 24 年度より実現され，小学校，中
学校，高等学校における 12 年間の学びの
連続がさらに重視されている。
　小学校の表現運動の授業においては，中
学校や高等学校のように体育専門の教員が
指導するわけではないこともあり，運動の
特性，指導内容，指導法などの理解が進み
にくく，学習指導要領の目標達成に向けた
授業実践が十分に行われていない現状にあ
ると思われる。小学校の表現運動領域にお
いて，「指導者の指導力の基礎となる力」
を明らかにしていくことは，教材研究の在
り方や，指導者養成の在り方の一助となっ
ていくと考える。
Ⅱ．研究の背景
1． 表現運動の指導の困難さと課題
　表現運動の学習では，他の運動領域のよ
うな「勝敗」や，出来る・出来ないの「技
能の優劣」にしばられることがなく，学習
者の力や個性を精一杯発揮することができ
る。その一方で，指導内容や指導方法が分
かりにくいなど，指導の困難さを指摘され
ることも多いと思われる。
　吉川（1997）がかかわった全国調査の中
の石川県小学校教員を対象とした調査結果
から，「表現運動は児童にとって大切だと
認識している教員が 9 割以上であるにもか
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3．表現運動の授業の指導者に求められる指導力
　村田（2011）は，表現運動の授業で求め
られる教師の指導力を「5 つの力」として
次のように示している。
① 表現運動の思想（考え方・理論）をもつ。
　…表現運動の魅力を言葉で伝えられる。
② 表現運動の授業をデザインする（構想する）
力をもつ。…単元を構成する力
③学習や踊る場を演出する力を磨く。
　…踊る気分や雰囲気をつくる。
④ 実際の学習者とのやりとりで発揮する指導力
を磨く。…実技指導力
⑤ 授業を評価する力…自分の授業を振り返り考
察（省察），他者の授業観察
　村田が示したこれらの「5 つの力」は，
1 つの授業を「Plan（計画）」「Do（実行）」
「Check（評価）」「Act（改善）」の繰り返
しによって継続的に改善していく「PDCA
サイクル」1）の流れに沿った順に示されて
いると思われる。①②が「計画」，③④が「実
行」，⑤が「評価」「改善」ととらえること
ができよう。これらの「5 つの力」は，ど
れも重要であると思われるが，初めて表現
運動の授業に取り組む時，「①表現運動の
思想をもつ」と「②表現運動の授業をデザ
インする」は，身に付けるうえで大変ハー
ドルが高く，その高いハードルを前にして，
実践に取り組むことをあきらめてしまいや
すい部分であると考えられる。そこで，3
つの仮説を立てた。
◆【仮説 1】
　 「①表現運動の思想をもつ力」と「②表現運
動の授業をデザインする力」は，実技研修に
よってある程度見通しをもつことができれ
ば，③④⑤を繰り返す中で少しずつ確かなも
のとなっていく。
2． 表現運動の授業における指導力の特徴
　表現運動の授業で求められる教師の指導
力について，村田（2011）は，「特に，こ
れからは『教える / 教えられる』が一方通
行ではなく，相互のやりとりの中でともに
創る『双方向の授業』が求められる。表現
運動の授業はそれを実現しやすい領域でも
ある。」と述べている。寺山（2007）は，
「体育の授業では，授業中に変化する学習
者の身体や心の状態を捉え，臨機応変に学
習者を導く能力が要求される。特に『表現
運動・ダンス』の指導では，このことは重
要であるといわれている。」と述べている。
中村（2006）は，「『みんな違ってみんない
い』というフレーズは，ダンスの授業でよ
く使われる。この状況は，『教室の人間関
係や空間や時間を多元化し多層化して，多
様な個性の交響を教室に実現しよう』とし
ているのである。」と述べている。
　これら三者の指摘から，「双方向の授業」
「臨機応変に学習者を導く能力」「多様な個
性の響き合いの実現」がキーワードとして
浮かび上がってくる。表現運動の指導にお
いて求められるこれらの指導力は，子ども
の内にある潜在的な力や可能性を引き出す
力であり，教育者にとって最も重要な資質
や能力であるととらえることができる。逆
に考えれば，表現運動の指導によって，こ
うした重要な資質や能力が磨かれていきや
すいと考えられる。また，スポーツのよう
に勝敗や技能の優劣の序列にしばられるこ
とのない表現運動の学習こそ，体育専門の
教員ばかりではない小学校教員に向いてい
る領域であるとも考えられる。そのため，
どのような指導力を，どのような道筋で身
に付けていけるのかを明らかにし，指導に
取り組みやすくしていくことが重要であ
る。
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2．実技研修
　3 回の実技研修の講師は，本研究者が行
い，研修後参加者には感想を記述しても
らった。主な内容を以下に示す。
○ 第 1 回…研修テーマ「いつのまにかダン
サー〜表現の授業の導入で大切にしたい
こと〜」　表現運動の内容や特性（魅力
やおもしろさ）についての話と，「集ま
れ集まれ！ポーズ遊び」「リズムに乗っ
て踊ろう」などの実技。
○ 第 2 回…研修テーマ「表現の学習における
『やってみる（習得）』『ひろげる（活用）』2）
〜何を身に付け，何をひろげるのか〜」
　 「ジャングル探検」を題材として取り上
げ，表現の学習における「やってみる」「ひ
ろげる」の進め方を，実技を交えて確認
した。
○ 第 3 回…研修テーマ「表現の学習におけ
る『ふかめる（探究）』2）〜ひとまとまり
の動きにするおもしろさ〜」表したいイ
メージ別のグルーピングの仕方や，表し
たい場面を中心にひとまとまりの動きに
していく道筋を，実技を交えて確認した。
その後，発達段階による単元計画の道筋
の違いについての研修を行った。
3．「表現リズム遊び」の 2つの実践
（1）対象指導者及び児童
　 ・ A 指導者…25 歳，女性。新採用 3 年目。
表現運動系の実践は初めてである。1
年 1 組担任。児童数 23 名（男子 11 名，
女子 12 名）
　 ・ B 指導者…34 歳，女性。幼稚園助教
諭 2 年を経て，小学校講師 6 年目。
表現運動系の実践は前年度 3 年生で
「海底探検」を実践。今回が 2 回目で
ある。1 年 2 組担任。児童数 24 名（男
子 12 名，女子 12 名）
◆【仮説 2】
　 「③学習や踊る場を演出する力を磨く」は，
授業の導入での「ほぐしの活動」を工夫して
いく中で，「④実際の学習者とのやりとりで
発揮する指導力を磨く」は，学習者とやりと
りしながら指導内容や方法を模索していく中
で少しずつ磨かれていく。
◆【仮説 3】
　 「⑤授業を評価する力」は，実践を重ねなが
ら「活動全体や動きを見る目」を養っていく
ことで，より確かなものとなっていく。
Ⅲ．研究の目的
　本研究では，実践経験の少ない 2 人の指
導者が「実技研修」と「2 つの表現リズム遊
びの実践」を通して，表現運動の授業で求
められる「5 つの力」を身に付けていった過
程に着目した。そして，実際の授業の様子，
インタビュー，アンケ トー調査から，2 人の指
導者が，「5 つの力」を，どのように身に付け
ていったのか，また，身に付けることが難し
かったのか，共通点や差異点を明らかにしな
がら，表現運動の指導力を身に付けていく
ための指針を得ることを目的とした。
Ⅳ．研究方法
1．全体の概略
　本研究は，平成 24 年度，岡山県内 K 公
立小学校の表現運動の校内研究にかかわっ
た中での実技研修や授業実践を研究対象と
している。全体の概略を以下に示す。
4 月 第 1 回・校内実技研修（参加者 11 名）
6 月 第 2 回・校内実技研修（参加者 11 名）
8 月 第 3 回・校内実技研修（参加者 8 名）
9 月
1 回目の表現リズム遊びの実践
1 年生 2 クラス「アニマルランド」
9 月下旬 2 人の指導者へ 1 回目のインタビュー
3 月
2 回目の表現リズム遊びの実践
1 年生 2 クラス「ゆうえんちへ行こう」
3 月下旬 2 人の指導者へ 2 回目のインタビュー
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・2 回目のインタビューのみの質問
2 −⑤
1 回目の実践の反省から，2 回目の実践で
特に気をつけようと意識してのぞんだこと
は何か。
2 −⑥ 2 つの実践を通しての成果と課題は何か。
2 −⑦
実技研修と 2 つの実践を通して，表現リズ
ム遊びに対する見方や考え方が変わった
か。どのように変わったか。
5．アンケート調査
　実技研修と 2 つの実践に取り組む前と取
り組んだ後に、同じアンケートに答えても
らった。調査項目の概要を以下に示す。
○表現運動に対する認識に関して（16 項目）
　・ 「表現」「リズムダンス」「フォークダ
ンス」に対する好き嫌い
　・「踊る・創る・見る」に対する好き嫌い
　・学習効果
　・学習に対するつまずき
○指導計画に関して（4 項目）
6．分析の観点
　表現運動の授業で指導者に求められる「5
つの力」をどのように身に付けていったの
か，または身に付けていくことが難しかっ
たのか，2 人の指導者の共通点や差異点を
分析しながら以下の観点から考察していく。
　（1）実技研修の成果と課題
　（2）導入における「ほぐしの活動」
　（3）指導内容や方法を模索する中で
　（4）授業を振り返り考察する視点
　（5）表現運動に対する考え方の変容
Ⅴ．研究と考察
1．実技研修の成果と課題
（1）実技研修の成果
　表 1 は「2 人の指導者の実技研修での学
びと研修内容に対する要望」である。
　Ａ指導者の研修の成果は，次の 4 点にま
とめることができる。1 点目は「心と体が
オープンになる体験」であり，この感覚を
（2）実践の概要
　「アニマルランド」の実践
1 時
動物のイメージを出し合い，動物に変身し
てみよう
2 時 動物になってエサを探しに行こう
3 時 動物になって，遊んだり戦ったりしよう
4 時 大変だ！○○が○○になった！
5 時 大変だ！○○が起きた！
6 時 お気に入りの動物・場面メドレー
　「遊園地へ行こう」の実践
1 時
遊園地のイメージを出し合い，遊園地の乗
り物に変身してみよう
2 時
いろいろな乗り物で，動きに変化をつけて
楽しもう
3 時
お気に入りの乗り物を選んで，変化のある
お話にして楽しもう
（3）授業観察と録画
　本研究者が授業観察できたのは，「アニ
マルランド」の第 1 時〜第 4 時。「遊園地
へ行こう」の第 2 時である。授業は，イン
タビューの際，指導者が話題にした授業の
様子を確認するため，ビデオカメラにて録
画した。
4．2人の指導者へのインタビュー
（1）時期と方法
　1 回目は 9 月下旬，2 回目は 3 月下旬で
ある。2 回とも，インタビューは，同日別々
に行った。インタビュー内容はボイスレ
コーダーにて録音し，全て活字に起こした。
（2）内容
・2 回のインタビューに共通の質問事項
① この実践で一番難しかったのは何時目か。
② どの部分が難しかったか。
③ この実践で一番手応えのあったのは何時目か。
④ どの部分に手応えを感じたのか。
・1 回目のインタビューのみの質問
1 −⑤ 3 回の実技研修は，今回の実践に役立ったか。
1 −⑥ どの内容がどんなところに役立ったか。
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項　目 Ａ指導者 Ｂ指導者
第 1 回・実技研修
「いつのまにかダンサ 」ー
〜表現の導入で大切にし
たいこと〜
（研修後の感想から）
実際に体を動かしてみるという活動を
通して，心と体がオープンになるのを
感じました。 授業でも取り入れ，私
が味わった感覚を子どもたちにも味あ
わせてやりたいと思いました。また，
座った状態でリズムに乗るというのが，
お話をうかがっただけでもなるほどと
思っていましたが，音楽に合わせてやっ
てみて，より理解が深まりました。
笑顔がこぼれる研修をありがとうござ
いました。体育は私自身に苦手意識が
あり，まして表現だなんて…という後
ろ向きな気持ちにおおわれていました
が，今日の研修を受けて，正解はなく
て自由で OK の動きに安心して取り組
むことができました。苦手意識のある
子どもも同じかなと思います。Ｙ先生
の言われていた，心と体があたたまる
ことで豊かな表現に結び付くことは，
実践の中で感じるところです。
第 2 回・実技研修
「 表 現の 学 習における
『やってみる（習得）』『ひ
ろげる（活用）』」
〜何を身に付け，何をひ
ろげるのか〜
（研修後の感想から）
ジャングル探検という単元は，以前に
小体連の伝達講習会でしたことがあっ
たのですが，そのときはカードをめく
るタイミングが各グループに任されてい
て，子どもたちが実際にやると十分に
動けないまま次々めくってしまうのでは
ないか，逆に考えすぎてなかなかめく
れないのではないかと疑問に思ってい
ました。今回の研修を受けてみて，は
じめのうちは合図を出してやること，
慣れてくれば任せてもよいことがよく
分かりました。
表現というだけで「苦手だな〜」と思っ
てしまいます。今日のように何かをイ
メージして動くというのは特に…。で
すが，今日の研修はとても楽しく動く
ことができました。周りの人がそれぞ
れイメージする中で踊り，体育館全体
がジャングルになったような雰囲気で
した。動きのイメージを広げ，教師も
一緒になってなりきる，踊るというのも
大切だと感じました。
研修内容で実践に役立っ
たところは
（2 つの実践後のインタ
ビューから）
自分たちが活動しているときに、かけ
てくれた声かけによって、自分や周り
の人の動きが変わっていったのを実感
し、どんな声かけをしたらいいのか、
自分で経験できたことが役立った。
「やってみる」「ひろげる」を実際にど
のように展開していくのかが分かった。
すごく苦手意識があったが、やってい
るうちき気持ちが変わり、こうゆう気
持ちにもっていくということがよく分
かった。授業の雰囲気づくり、言葉か
け、テンポなどが授業をする上で大事
だと分かった。
このような研修の内容が
あったら実践につながり
やすいと思うものは
（2 つの実践後のインタ
ビューから）
研修では人間がする探検を行ったの
で、人間ではないものになりきる内容
もできたらよかった。低の「動物」も
そうだったが、中学年で「ポップコ ンー」
などになる場合、どう動くか困ると思
う。
単元計画の立て方を、実際につくりな
がら学ぶ内容。試行錯誤しながら悩
んでみて、グループごとにその場でア
ドバイスがもらえるような研修があると
いい。
「動物」から動きになりそうなイメージ
を出して、それを仲間分けしたが、ど
う分ければいいか、いろいろやってみ
たが分からず苦労した。どのようにグ
ループ分けをしてどう並べるかという
大枠が分かると助かる。
（下線は本研究者）
表 1　2人の指導者の実技研修での学びと研修内容に対する要望
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Ｂ指導者からは，「グループに分かれて実
際に単元計画をつくる中で，アドバイスを
もらえるような研修があるといい」との要
望があった。
　これらの要望は，表現運動の実技研修の
内容を考える上で，取り上げる題材が，人
になる場合と人以外のものになる場合の 2
タイプあると分かりやすいという点と，実
技と単元づくりの両者が入ると，より実践
に結びつきやすくなるという点を指摘して
いる。
2．導入における「ほぐしの活動」
　導入において心と体をほぐす「ほぐしの
活動」は，学習者が心と体を解放させ，表
現の世界に没頭していくうえで重要な活動
である。山崎（2012）は，自身の初めての
表現運動の実践を通して，「即興を中心と
する表現運動の授業は，あらかじめ決めら
れた動きを子どもたちに与え身に付けさせ
るという学習観には立たない。そのため，
『子どもが踊らなかったらどうしよう』『何
を教えればよいのか分からない』という不
安をもつ教師が多い。しかし私は，『案ず
るより産むが易し』，とにかくみんなで（教
師も含めて）踊ってみることが大事だと考
えている。」と述べている。「とにかく教師
が子どもと一緒に踊ってみること」は，「5
つの力」の中の「③学習や踊る場を演出す
る力を磨く」第一歩であり，Ａ指導者，Ｂ
指導者もそこから授業に踏み出した。
　Ａ指導者もＢ指導者も，ほぐしの活動で
は，2 人組で両手をつないだ状態から，軽
快な曲のリズムに乗ってその場で弾む動き
から入っていた。その後，両手を左右に揺
らしたり，上下に揺らしたり，回ったり，
片手をつないでスキップで移動したりする
簡単な動きで踊った。そして，少しずつ動
きの種類を増やしていった。2 クラスの児
童とも，ほとんどの児童たちが笑顔で楽し
子どもにも味あわせたいととらえている。
2 点目は「座った状態でリズムに乗るとい
う指導法を体験して理解できたこと」であ
り，聞いただけよりも理解が深まったとと
らえている。3 点目は「イメージカードを
使った活動でカードをめくるタイミング
への疑問が解決されたこと」である。4 点
目は「指導者の適切な言葉かけが動きを変
えていくことを実感できたこと」であり，
指導者の言葉かけの重要性を実感してい
る。
　Ｂ指導者の研修の成果は，次の 3 点にま
とめることができる。1 点目は「表現に対
して後ろ向きな気持ちだったが，安心して
取り組めたこと」であり，正解はなくて自
由でＯＫの動きに安心して取り組めたと述
べている。2 点目は，「動きのイメージを
広げ，教師も一緒になりきって踊ることが
大切だと実感できたこと」である。3 点目
は「『やってみる』『ひろげる』」を実際に
どのように展開していくのかが分かったこ
と」であり，その中で，気持ちの持たせ方，
雰囲気づくり，言葉かけ，テンポなどが大
事だととらえている。
　Ａ指導者，Ｂ指導者ともに，教員養成課
程の中で表現運動の指導について学ぶ機会
がなく，今回の実技研修が，表現運動の学
習へのとらえ方を変えるきっかけとなった
と思われる。心と体が解放される楽しさ，
動きが自由であることの楽しさなどを実感
し，授業の進め方についてある程度の見通
しをもつことができたことは，実践に向か
う原動力になったと考えられる。
（2）実技研修の課題
　全ての実践終了後，実技研修への要望を
尋ねたところ，Ａ指導者からは，「ジャン
グル探検は人間がするものとして行ったの
で，動物やポップコーンなど，人間ではな
いものになりきる内容もあるとよかった」，
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における「一番手応えのあったところ」と
「一番難しかったところ」についてまとめ
たものである。
　Ａ指導者は，第 3 時の「戦う動物の動き」
について示範したところを一番難しかった
場面としてあげている。A 指導者は，ホ
ワイトボードと児童たちの間の 1 メートル
ほどの狭い空間で，1 人の児童と「戦う動
物の動き」の示範をした。指導者も児童も
ほとんど四つ足の状態で戦う動物を行っ
た。一緒に示範をした児童は，攻撃しなが
ら指導者に近づいていき，指導者の体に当
たっていった。指導者も児童も四つ足の状
態のままで動きは小さく，迫力のない戦い
であった。
　その後もＡ指導者のクラスの児童たち
は，四つ足や床を這っている状態からなか
なか抜け出せなかった。戦う動物を行って
いる児童は，Ａ指導者が児童と示範した動
きのように，四つ足の状態のまま相手にくっ
ついていくようにして動いていた。Ａ指導
者が「迫力のある戦いの動きをどう教える
か，教師自身に迫力のある戦いの動きのイ
メージが持てていなかった」（表 2）と述
べているように，押さえたい指導内容が明
そうに踊っていた。ただ，どのほぐしの活
動も，2 〜 3 分と短めで，児童たちが乗っ
てきたところで終わっていたことが残念で
あった。
　今後の課題として，次の 2 点があげられ
る。1 点目は，「ほぐしの活動」を，軽快
なリズムに乗って自由に踊る活動と簡単な
フォークダンスを組み合わせるなどして
「リズム遊び」として位置付け，「表現遊
び」と「リズム遊び」の両方の遊びを豊か
に体験できるようにする点。2 点目は，指
導者の動きの真似だけでなく，児童の自由
な発想で動けるところを加えて，楽しさを
広げられるようにしていく点であると思わ
れる。
3．指導内容や方法を模索する中で
　2 つの実践において，共通に質問した「一
番難しかったところ」「一番手応えのあった
ところ」についてインタビューした内容か
ら，以下の 3 つの授業場面における「指導
内容や方法を模索する姿」をとらえていく。
（1） 「戦う動物」の指導内容や方法を模索す
る姿
　表 2 は，1 回目の実践「アニマルランド」
時 Ａ指導者 Ｂ指導者
第３時 【一番難しさを感じた第 3時】
▲迫力ある戦いの動きをどう教えるか。
▲ 迫力のある戦いの動きのイメージが教師自
身持てていなかった。
▲子どもと組んで師範する難しさ。
【一番手応えを感じた第 3時】
◎ 「やった、やられた」のところで子どもた
ちの動きが大きくなったと感じた。
◎ 手や足が床から離れなかった状態から、大
きく動く、跳んだり回転したりなど、動き
が広がった。動きが変わった。
第４時 【一番手応えを感じた第 4時】
◎ 「大変だ！」によって動きが変わることが
明確で押さえやすかった。
◎ 竜巻の周りは強い風が吹いているよと声か
けしたら、地べたを這っていた子どもが竜
巻に入っていった。
【一番難しさを感じた第 4時】
▲大変だ！の内容をどうとらえるか。
▲ 「自分の体が何かになる大変だ！」と「気
象条件の変化で大変だ！」の 2 つの内容で
とらえてみた。
▲動物のままでいられる大変だ！にした。
▲ 敵が襲ってきたという内容を入れてもよ
かった。
表 2　１回目の実践「アニマルランド」の手応えと難しさ
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四つ足の動物になったり，立ち上がった動
物になったり，跳び上がって高いところの
物を取ろうとしたり，体をクネクネさせた
りするなど，多様な動きの状態が見られ始
めた。戦う動物をしている 2 人組は，指導
者の示範で確かめたことを生かして「やっ
た，やられた」の動きを入れながら動いて
いた。B 指導者が「やった，やられたのと
ころで子ども達の動きが大きくなったと感
じた。手や足が床から離れなかった状態か
ら，大きく動く，跳んだり回転したりなど，
動きが広がった。動きが変わった。」（表 2）
と述べている。この時間を境に，Ｂ指導者
のクラスの多くの児童たちは，動きに変化
と多様さが加わったと思われる。
確でなかったため，意図的な示範にするこ
とができなかったと思われる。
　B 指導者は，示範する児童と全員からよ
く見える所に移動し，「エサを取り合って
戦う動物」の動きを，異なる 2 タイプの
動きで示範した。1 つ目は，相手の児童と
くっついてじゃれ合うようにしながら戦う
動き。2 つ目は，相手の児童から少し離れ，
真剣な表情で相手の攻撃に大げさにひっく
り返ってやられる動きだった。そして，ど
ちらの動きの方が戦っているように見える
かを尋ね，「相手と少し離れて，大きな動
きでやられている方がいい」ということを
児童と確認した。
　その後，B 指導者のクラスの児童たちは，
時 Ａ指導者 Ｂ指導者
第 1時 【一番難しさを感じた第１時】
▲ 遊園地のイメージをどういう方向に広げさ
せると授業の流れにうまくかかわってくる
のかが難しい。
▲ いろいろな乗り物を出させるのがいいの
か、乗り物を絞って動きをいろいろ出させ
るのとどちらがいいか迷った。
▲乗り物を絞って動きをいろいろ出させた。
▲ 遊園地の乗り物に乗るのか、乗り物になる
のか曖昧だったことが分かった。
第 2時 【一番難しさを感じた第 2時】
▲ 変化をつけさせたくて声かけをしたが、言
い過ぎてしまって，子ども自身でする時間
がとれなかった。
▲ 走るばかりで同じ動きになってしまうとき、
どこまでを許して、どこから声をかけて指
導するのか加減が難しい。
▲ ただ走ってしまっているとき、よくない方
向に動きが変化しているのが分かる。
【一番手応えを感じた第２時】
◎ ずっと同じことをしなくても、自分たちで
言っていたように速さや高さを変えてみよ
うと声をかけると、動きが変わっていった。
◎ 動き出す最初のポーズを工夫しだして、な
りきり度が高まっていった。
第 3時 【一番手応えを感じた第３時】
◎ アドバイスを受けて、自分が指導した後、
子ども自身にさせてみる時間を意識してと
ると、回るときに高さを変えるなど、自分
で考えながらする姿が見られて、動きが変
わっていった。
◎ 最後に３人組で好きな乗り物を３つ選んで
やったがが、子どもたちはすごく楽しかっ
たようだ。
表 3　2回目の実践「ゆうえんちへ行こう」の手応えと難しさ
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容と深く関係しているとの認識を持って模
索していたと思われる。
（3） 「ゆうえんちへ行こう」の指導内容や方
法を模索する姿
　表 3 は，「ゆうえんちへ行こう」の実践
において「一番難しかったところ」「一番
手応えのあったところ」についてインタ
ビューした結果である。
　A 指導者は，第 2 時に学ばせたい動き
のおもしろさを，「変化をつけたゴーカー
トの動き」ととらえてのぞんでいる。教師
主導で，次のような言葉かけをしながら，
「変化をつけたゴーカートの動き」を全員
で行った。【　】の太字は，児童の様子を
示している。
① ゴーカートが出発。【最初はそれぞれ
がゆっくりスタート。次第に先生の
周りをグルグル反時計回りに勢いよ
く回り出す。】
② ギザギザコースだ。右に行ったり，
左に行ったりするよ。【左右に体を傾
けながら進む児童が半数ほど】
③ 急ブレーキ！【尻もちをついたり，
後ろに反ってとまったりして全員止
まる】
④ もう１回行くよ。くねくねしている
よ。あっ！坂道だ！あっ！下り坂！
【坂道は少しスピードを落とし，下り
坂ではスピードが速くなるが，体の
形はあまり変わらない】
⑤ 急ブレーキ！【体を後ろに反らして
止まる者，後にひっくり返るもの，
前に倒れるなど，１回目よりも多様
な動きで全員止まる】
⑥もう１回スタート。
　A 指導者は，児童たちが動いている中で，
ただ走り回っているだけの動きになってし
まっているという問題点を感じ取り，ぐね
ぐね道であったり，急ブレーキであったり
という動きを変化させる言葉をかけて，児
童の動きに変化をつけていた。この，児童
　以上のことからＢ指導者は，「戦う動物」
の動きの「相手の動きに対応する動きのお
もしろさを」を，動きを比較させながら指
導し，児童の動きに変化をもたらすことが
できたととらえられる。
（2） 「大変だ！」の指導内容や方法を模索す
る姿
　Ａ指導者は，この第 4 時を一番手応えの
あった時間としてあげている。第 4 時は，
えさを探したり，戦ったりしている中で，
何か「大変だ！」という事件が起きること
で，急変する動きのおもしろさをとらえ
させることをねらっていた。Ａ指導者は，
「大変だ！によって動きが変わることが明
確で押さえやすかった。竜巻の周りは強い
風が吹いているよと声かけをしたら，地べ
たを這っていた子どもが竜巻に入っていっ
た」（表 2）と述べている。「竜巻がきて大
変だ！」を全員でやってみた時に，飛ばさ
れてすぐに床に寝そべってしまった児童た
ちに，まだ強い風が吹いていることを指摘
したことによって，子どもたちの動きはさ
らにつながっていった。このように，子ど
もたちから動きを引き出そうとする意図的
な言葉かけが見られたことは 1 つの成果で
あるが，その動きを，「強い風だからもっ
と大きな動きで，もっといろいろなところ
へ飛ばされるよ」などの言葉かけによって，
極限を意識させた動きにまで高めることは
できなかった。
　一方 B 指導者は，第 4 時において，「大
変だ！」の内容をどうとらえたらいいのか
が難しかったと述べている。　具体的には，
「『自分の体が何かになる大変だ！』と『気
象条件の変化で大変だ！』の 2 つの内容で
とらえてみた。動物のままでいられる大変
だ！にした。敵が襲ってきたという内容を
入れてもよかった」（表 2）と述べており，
「大変だ！」の状況のとらえ方は，指導内
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ン！【先ほどの動きよりもさらにため
をつくっているので，急降下の度合い
が増している。キャーと言う声がさら
に大きくなる】
　児童たちは，2 人組で縦につながった
ジェットコースターになってゆっくり動き
出したが，すぐに勢いよく走り始めた。し
ばらく見ていた B 指導者は②「上に行っ
たり，下に行ったりするよ」とジェットコー
スターの特徴的な動きを引き出すような言
葉かけをしている。約半数の児童はその言
葉かけに反応して上下に蛇行する動きを入
れていた。ここで B 指導者は音楽をかけ
たまま全員の動きを一度止め，③「それで
は，ちょっとずつ，ゆっくりゆっくり上
がっていくよ。まだまだ伸びるよ〜，せー
のっ！」の言葉かけで急降下するジェット
コースターの動きのおもしろさを体験させ
ている。そして，④「今度は，さっきより
高いよ。上がるよ。下から，下から，ちょっ
とずつ，まだまだまだまだ，せーのっ！
ビューン！」によって，「変化のあるジェッ
トコースターの動き」をさらに高めて動き
のおもしろさをとらえさせている。
　ここに，Ｂ指導者が実際の学習者との
やりとりで指導力を発揮した注目すべき
姿が 2 点見られる。1 点目は，「だんだん
上がっていって急降下する」というジェッ
トコースターの動きに変化をつける言葉を
かけた時に，「まだまだのびるよ〜，せー
のっ！」「さっきより高いよ」「まだまだま
だまだ，せーのっ！ビューン！」という箇
所で，子どもと一緒に動いて見せた点であ
る。ジェットコースターが高いところに上
がっていって，上のところで「ため」をつ
くり，一気に急降下するところを，指導者
の動きと児童の動きが響き合いながら，教
師が意図する動きが引き出されていた。2
点目は，「ジェットコースターが高いとこ
の動いている様子から感じ取って指導を加
えたタイミングは適切であったと思われ
る。
　ところが，その一方で，2 つの課題が明
らかとなった。1 点目は，②〜⑤のような
動きに変化をつける言葉をかけた時に，指
導者自身の動きが言葉かけと共に明確に変
わらなかった点である。ぐねぐね道や坂道，
急ブレーキなど，教師が誇張した動きで一
緒にやってみせることができていれば，児
童たちにその動きのおもしろさが響き，児
童たちの動きの質を高めることができたの
ではないかと思われる。2 点目は，児童自
身にまかせて行う児童主体の時間をとるこ
となく，教師の言葉かけでこの時間の最後
まで進めてしまった点である。学んだこと
をもとに児童が主体となって活動する時間
をとることにより，より確かな力が身につ
いていくと思われる。
　B 指導者は，第 2 時に学ばせたい動き
のおもしろさを「変化をつけたジェット
コースターの動き」ととらえてのぞんでい
る。教師主導で次のような言葉かけをしな
がら，「変化をつけたジェットコースター
の動き」を全員で行った。【　】の太字は，
児童の様子を示している。
① ジェットコースター，ゆっくりスター
トします。ゆっくり，ゆっくり。【縦
に 2 人つながってゆっくりスタート
したが，すぐに走り出す】
② 上に行ったり下に行ったりするよ。
【半数ほどの児童が上下の動きをつける】
③ それでは，ちょっとずつ，ゆっくり
ゆっくり上がっていくよ。まだまだ
伸びるよ〜，せーのっ！【低い姿勢
から，少しずつ高い姿勢に上がって
いき，背伸びした状態からキャーと
いう声と共に急降下する】
④ 今度は，さっきより高いよ。上がるよ。
下から，下から，ちょっとずつ，ま
だまだまだまだ，せーのっ！ビュー
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いたためだと思われる。Ｂ指導者のように，
授業をふり返り考察する視点として，1 時
間の中のある指導場面をふり返る目と，1
時間全体をふり返る目と，単元全体をふり
返る目の複数の目を持つことにより，「5
つの力」の中の「①表現運動の思想をもつ
力」と「②表現運動の授業をデザインする
力」が少しずつ磨かれていくと思われる。
5．表現運動に対する考え方の変容
（1）実践前と実践後のアンケート調査から
　表 4 は，表現運動に対する認識と指導
計画について尋ねた実践前と実践後のア
ンケート結果である。2 人の指導者ともに
実践前後に数値が上昇しているのは，「内
容別」の①，「踊る・創る・見る」の④⑤，
「学習効果」の⑦⑧⑨⑩，「指導計画」の⑰
⑱⑲⑳の 11 項目である。その中で最も顕
著に数値が上がっていたのは，「学習効果」
の 4 項目である。「想像力や創造力の向上」，
「個性の発揮と相互理解」「心身の解放」「非
言語的コミュニケーション能力」などの効
果にかかわることは，2回目のインタビュー
の「⑥ 2 つの実践を通しての成果と課題
は何か。」の中でも次のように語られてい
る。主なものをあげると，Ａ指導者は，「実
践をしていく中で，だんだん自分の個性が
出せるようになってきた。」「大変おとなし
かったＹくんが，帰りの会で前に出てき
て踊り出したりした。」「表現の授業をする
中で，自分の思っていることを体で表すと
いうことをしてもいいんだということが分
かったんだと思う。」と述べている。
　Ｂ指導者は，「体の小さなＦさんは，ク
ラスに慣れるまでにすごく時間のかかった
大人しい子だったが，授業の中で，こんな
動きをするのかとすごく驚いた。」「表現っ
て学級づくりというか，みんながまとまる
というか，みんなが笑顔になるというか，
そういうのがすごくいい。」「発達障害のあ
ろに上がっていって，上のところで『ため』
をつくり，一気に急降下するところ」を 2
回行い，2 回目を「さっきより高いよ」と
さらに極限の動きにもっていっている点で
ある。
　この指導の仕方を，他の内容の指導場面
においても応用していくことが重要であ
る。課題としては，学んだことを児童自身
が生かしていく後半の活動において，乗り
物を 1 つにしぼって行わせていたが，複数
選ばせることにより，学んだことをより広
げていきやすくなると思われる。
4．授業をふり返り考察する視点
　2 つの実践後に共通に質問した項目は，
「一番手応えを感じたところ」と「一番難
しかったところ」である。この質問に対し
てＡ指導者は，一番手応えがあったところ
も一番難しかったところも，自分が指導し
た指導内容や，活動の仕方などをあげて考
察している。具体的には，「◎竜巻の周り
は強い風が吹いているよと声かけしたら、
地べたを這っていた子どもが竜巻に入って
いった。」「▲迫力のある戦いの動きのイ
メージが教師自身持てていなかった。」で
ある。
　一方でＢ指導者は，一番手応えのあった
ところは「◎『やった、やられた』のとこ
ろで子どもたちの動きが大きくなったと感
じた。」のように，自分が指導した内容に
かかわるものであったが，難しかったとこ
ろは，「▲大変だ！の内容をどうとらえる
か。」「▲遊園地のイメージをどういう方向
に広げさせると授業の流れにうまくかか
わってくるのかが難しい。」のように，題
材や小テーマ自体のとらえ方がどうだった
のかという点についてふり返っている。こ
れは，Ｂ指導者が，実践をする中で，学習
の土俵をどう形づくるかという授業のデザ
インにかかわるところに問題意識をもって
138
項　　　　　目
A指導者 B指導者
前 後 前 後
指導者自身の表現運動に対する認識
内
　
容
　
別
①  表したい題材やイメージ，思いを自由に動きで表現する「表現」が好きだ。 ３ ４ ３ ４
②
軽快なロックやサンバなどのリズムに乗って自由に踊る「リズムダンス」が好
きだ。
４ ４ ３ ３
③
外国や日本の伝承されてきた踊りを身に付け，みんなで一緒に踊る「フォーク
ダンス」が好きだ。
４ ４ ３ ３
踊
　
創
　
見
④ 「表現」は，題材から思いつくまま即興的に踊るのが楽しい。 ２ ４ ３ ４
⑤ 「表現」は，動きを工夫して１つのまとまった作品をつくって踊るのが楽しい。 ２ ５ ３ ４
⑥「表現」は，互いの動きや作品を見るのが楽しい。 ３ ５ ４ ４
学
　
習
　
効
　
果
⑦
「表現」は，動きでかかわり合って踊る中で，イメージを広げる想像力や，新し
い動きやアイデアを生み出す創造力が向上する。
３ ５ ４ ５
⑧
「表現」は，動きでかかわり合って踊る中で，１人１人の個性が際立ち，互いの
理解が自然に深まる。
３ ５ ３ ５
⑨ 「表現」は，自分を出し切ると，すっきりして心が軽くなる。 ３ ５ ３ ５
⑩ 「表現」は，ノンバーバル（非言語な）コミュニケーション能力が向上する。 ３ ５ ３ ５
⑪「表現」は，運動量が多く，結果的に体力が向上する。 ４ ５ ４ ４
つ
　
ま
　
ず
　
き
⑫「表現」は，表したいイメージを見つけられなくて楽しめない。 ５ ２ ２ ３
⑬「表現」は，イメージは浮かぶが動きにしていけなくて楽しめない。 ４ ２ ３ ３
⑭「表現」は，上手な動きと比較して気持ちが縮こまり，楽しめない。 ５ ２ ３ ３
⑮「表現」は，動きをもっとよくする方法が分からなくて，楽しめない。 ４ ２ ３ ２
⑯「表現」は，見られるのが恥ずかしくて楽しめない。 ５ ３ ３ ３
指
　
導
　
計
　
画
⑰ 自分の力で指導案づくりが可能だ。 ２ ３ ２ ４
⑱ 学年の先生方と一緒に指導案づくりが可能だ。 ３ ５ ３ ４
⑲ ４〜６時間単元の表現の授業実践が可能だ。 ３ ４ ３ ４
⑳ ４〜６時間単元の表現の授業実践をやってみたい。 ４ ５ ４ ５
5…非常に当てはまる　４…当てはまる　3…どちらでもない　2…当てはまらない　1…全く当てはまらない
表 4　2人の指導者の実践前・実践後のアンケート結果一覧（ 網掛けは２人とも数値上昇項目）
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もたちはどんどん自由に動いていける楽し
いもの」という考え方に変容した。2 人の
指導者は，実技研修と 2 つの実践によって，
「見た目の真似」「何かを完成させる」といっ
た自分自身の思い込みから，「動きの特徴
をとらえる」「動きのポイントを押さえる」
という学習内容の重要な柱を含む考え方に
変容している。 
る子もいて，最初の頃は本当に手をつなぐ
のもいやだったのに一緒に遊べるし，楽し
いし，学級経営にもすごくプラスになる。」
と述べている。2 人の指導者ともに，表現
リズム遊びの実践を通して，子どもたちの
様々な可能性が引き出されたことを実感し
ている。
　学習効果の次に顕著な変化が見られたの
は，「指導計画」にかかわる項目である。
全ての項目において，数値が上がってい
る。インタビューの中で今後の課題につい
ては，Ａ指導者は「単元をつくる中で，ど
の時間にどの動きの何を押さえるのかが難
しいこと。また，目の前の子どもの動きを
見て，その場で動きを取り上げていくこと
も難しかった。」と述べている。Ｂ指導者
は，「自分で単元を構想していくところが
課題。その題材の何をどう取り上げて計画
を立てていくのが難しかった。」と述べて
いる。指導計画の⑰⑱の指導案づくりにつ
いての項目の数値が上がっていることは，
難しかったとしながらも，少し見通しを持
つことができたことを表していると思われ
る。また，2 人の指導者ともに，自分自身
が踊ったり創ったりすることへの数値も上
がっており，指導者自身もおもしろさを実
感しながら実践できたことで表現に対する
認識が変わったと思われる。
（2）インタビューの内容から
　表 5 は，実践前と実践後における 2 人の
指導者の表現に対する考え方の変容を示し
たものである。
　A 指導者は，表現は，「見た目を真似し
ていたらいいというイメージ」から，「動
きの特徴をとらえるということが大事であ
る」という考え方に変容した。B 指導者は，
表現は，「何かになって，それをつくって
見せないといけないというイメージ」から，
「動きのポイントをおさえていけば，子ど
表 5　実践前と実践後における 2人の指導
者の表現に対する考え方の変容
Ａ指導者 Ｂ指導者
実践前
表現は、見た目を真
似していたらいいと
いうイメージ。四つ
足の動物だったら、
ずっと四つ足のまま
でいいと考えてい
た。
表現は、何かになっ
て、それをつくって
見せないといけない
というイメージ。時
間をかけてもいいも
のができなかったつ
らい経験がある。
実践後
表現は、「動きの特
徴をとらえる」とい
うことが大事だと分
かった。ずっと四つ
足のままではなく、
特徴をとらえて、獲
物をねらってバッと
動いたりすることの
方が大事だと分かっ
た。
表現は、何か完成し
たモノをつくらない
といけないとか、正
解を追い求めていく
とかではなく、動き
のポイントを押さえ
ていけば、子ども達
が自分たちでどんど
ん自由に動いていけ
る楽しいもの。すご
く気が楽になった。
（下線は本研究者）
Ⅵ．まとめ
　以上のことを踏まえて，3 つの仮説の視
点から研究をまとめると以下のようにな
る。
1．「①表現運動の思想をもつ力」「②表現
運動の授業をデザインする力」について
◆【仮説１】
「①表現運動の思想をもつ力」と「②表現運動
の授業をデザインする力」は，実技研修によっ
てある程度見通しをもつことができれば，③④
⑤を繰り返す中で少しずつ確かなものとなって
いく。
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で、子どもと一緒に踊る場が，子どもが主
役となっていく方向へ向けて工夫を重ねて
いくことで，学習や踊る場を演出する力を
磨いていくことができると思われる。また，
指導者自身が体幹部（へそ）を中心に全身
で踊る実技力をさらに高めていくようにし
たい。「実際の学習者とのやりとりで発揮す
る指導力を磨く」については、B 指導者の
ように，指導すべき内容を明確にしていき
ながら効果的な指導法を探る中で、学習者
とのやりとりで発揮する力を少しずつ磨い
ていくことができることが確認された。
3．「⑤授業を評価する力」について
◆【仮説３】
「⑤授業を評価する力」は，実践を重ねながら「活
動全体や動きを見る目」を養っていくことで，
より確かなものとなっていく。
　Ｂ指導者はインタビューの中で，児童の
動きの評価について，「最初は，十分満足
できるＡ規準の子は分からなくて，努力を
要するＣ規準の子しか見えていなかった。」
「最初はみんな同じようにしか見えなかっ
たが、途中で何か違うことを始めた子の動
きが良いと感じられるようになり，その辺
りから、いろいろな子どもの動きが見えて
きた。」と述べている。こうしたＢ指導者
の動きを見る目は，2 回目の「ゆうえんち
へ行こう」の実践の中で，目の前の児童の
動きの課題を捉えながら，極限の動きを引
き出すところに生かされた。「児童の動き
を見る目」が，「授業を評価する力」を確
かにしていく上で重要であることが確認さ
れた。
4．今後の課題
　本研究は，表現運動の指導者に求められ
る「5 つの力」を，どのような取り組みの
中で身に付けていったのか，実践経験の少
　教員養成課程の中で表現運動の指導法に
ついて学ぶ機会のなかったＡ指導者とＢ指
導者は，実技研修で「表現運動は何がおも
しろい学習であるのかの実感」と「学習の
進め方に対する見通し」を得たことを原動
力として，授業にのぞんだ。そして，表現
運動に対する考え方が，「自分の思い込み」
から，「動きの特徴をとらえる」「動きのポ
イントを押さえる」という目標を達成する
うえで重要な考え方に変わり，「表現運動
の思想をもつ力」が確かな方向へ一歩前進
した。「授業をデザインする力」について
は、「5 つの力」の中でも高度な力であり、
今後の課題として残った。学校単位や学年
単位などでの共同的な学びによって高めて
いく必要がある。
2．「③学習や踊る場を演出する力を磨く」
「④実際の学習者とのやりとりで発揮す
る力を磨く」について
◆【仮説２】
「③学習や踊る場を演出する力を磨く」は，授
業の導入での「ほぐしの活動」を工夫していく
中で，「④実際の学習者とのやりとりで発揮す
る指導力を磨く」は，学習者とやりとりしなが
ら指導内容や方法を模索していく中で少しずつ
磨かれていく。
　「表現する」「踊る」ことに対して苦手意
識があった 2 人の指導者が、子どもたちの
前に立って「とにかくみんなで踊ってみる
こと」から始めたことにより、子どもたち
の「おもしろそう」という意欲を引き出す
ことができた。ほぐしの活動の内容につい
ては、位置づけ、活動時間、進め方などに
課題が残ったが、こうでなければならない，
と構えてしまうのではなく，「どういう活動
であれば自分が子どもと一緒に踊ることを
楽しめるか」からスタートさせることが重
要であると思われる。実践を重ねていく中
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る」，さらに自分でこだわりをもった内
容について探究していく部分を「ふか
める」と位置付けている。
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ない 2 人の指導者に着目して検証し，指導
力向上に向けての一定の指針を得ることが
できた。
　しかし，今回の研究では，「5 つの力」
をどう身に付けていったかを概観すること
に留まり，最も根本的な，指導者が「子ど
もの動きを見る目」をどう変えていったの
かについて，具体的に踏み込むことができ
なかった。今後の課題とし，次の実践研究
へつなげていきたい。
注
1） Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）
→ Act（改善）の 4 段階を繰り返すこ
とによって，業務を継続的に改善する。
第二次世界大戦後，品質管理を構築し
たウオルター・シューハート（Walter 
A. Shewhart），エドワーズ・デミング
（W.Edwards Demingt）らが提唱した。
現在，授業を継続的に改善するための
サイクルとしても重視されている。
2） 細江が「小学校体育における習得・活
用・探究の学習　やってみる　ひろげ
る　ふかめる」（2009・光文書院）にお
いて提唱した体育の学習過程の考え方。
その時間に共通に学ばせたい内容を指
導者のリードで習得させる部分を「やっ
てみる」，習得した内容を学習者が主体
となって活用していく部分を「ひろげ
